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1.受精卵の安定確保
供試魚は長崎県対馬北東海域で9月下旬～10月上旬の産卵期に漁獲後､活きた状態













水槽(2L,4L)に比べて仔魚の初期生残率 (日令13;2L:0% ､4L:17.1%､ 6
L :27%)が高いと言 う結果が得 られた｡さらに平成15年度は飼育は殺菌海水を用い
て､ウイルス対策を施す とともに6kl水槽4面を用いて同腹の卵 を収容 し､添加微細


















【方法】実験 1) 2002年 6月から9月にかけてメバルを水温 13℃ (13℃ 区)及び
水温 23℃ (23℃ 区) の一定条件で飼育した｡また､日長は自然日長とした｡実験
2) カサゴを2002年10月から2003年 1月にかけて実験 1)と同様の条件で飼育した｡
実験 3) 2003年 6月にメバルを28℃の高水温下にて12日間飼育した後､水温を24℃
まで低下させ､その後11月まで水温 24℃ (24℃ 区)一定､水温 24℃ で1カ月飼育
後17℃ (24℃ - 17℃ 区)一定､水温 17℃ (17℃ 区)一定条件 (いずれも自然日









くことが明らかとなった｡実験 3)雄のGSIは 24℃ 短日区､24℃ - 17℃ 区及び
17℃ 区において､実験期間中緩やかに増加を続けた｡またそれら3区では､設定水
堤-の移行から 1 ケ月後の8月に精子形成期及び排精期の個体が現れた｡雌のGSIは







(独)水産総合研究センター ･養殖研究所 玄 浩 一 郎
魚類の性成熟は視床下部一脳下垂体一生殖腺系で調節されており､特に脳下垂体で
合成 ･分泌される生殖腺刺激ホルモン (GTH)は生殖腺の発達や配偶子形成を直接支
配する｡このためGTHに関する基礎的知見の集積は､養殖対象魚種の安定的かつ効率
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